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Ａ．研究目的 

Sociocultural Attitudes Toward Appearance 

Questionnaire (SATAQ) は、身体イメージの障

害や摂食障害に対する社会文化的リスク要因

としての外見の理想化と外見に対する圧力の

内面化を評価するために広く使用されている

測定ツールの一つである。しかし、最新版の質

問票である SATAQ-4改訂版（SATAQ-4R）は、ま

だ日本人に対して開発、検証されていない。本

研究では、日本の青少年に対して SATAQ-4R の

日本語版を翻訳し、その心理測定特性を検討し、

実施した。さらに、2023 年度参加者に対して、

2024 年度はリスク因子の同定を行うためフォ

ローアップ調査を実施した。 

 

Ｂ．研究方法 

① 2023 年調査の分析 

 使用データ：層化二段無作為抽出法により、

全国 50 自治体から選 ばれた小学５年生

～高 校 1 年生のこども およびその保護

者(郵送調査)からの回答結果 1,368名分 

 研究デザイン：質問票調査 (population-

based study) 

 

・男女で質問票が違うため、男女別で解析を行

った。 

・因子構造は探索的因子分析および確認的因

子分析を用いて評価した。 

・内的整合性は Cronbach のアルファ係数を使

用して評価した。 

・ 外 的 妥 当 性 は 、 Eating Disorder 

Examination- Questionnaire for children 

研究要旨 

本研究は、日本人青年を対象とした SATAQ-4Rの日本語版を開発し、検証することを目的とし

た。2023 年に 10～17 歳の青年を対象に調査を実施し、参加者は自己報告式の質問票に回答し

た。探索的因子分析と確証的因子分析を用いて因子構造を評価し、クロンバックのαを用いて内

的一貫性を評価し、8 項目の ChEAT と ChEDE-Q8 との収束妥当性を評価した。EFA および CFA で

は、女児は 5因子 23項目、男児は 7因子 23項目であった。信頼性は、女子および男子の下位尺

度について内的一貫性が示された。妥当性は、SATAQ-4R 下位尺度と外部尺度との有意な相関に

よって示された。 
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and adolescents 、 Children's eating 

attitudes testを使用した。 

・SATAQ-4R は原著者から使用許可を得た後、

研究者によって日本語訳した後、別のバイリン

ガルにより逆翻訳し、native English speaker

を含めた複数の研究者が訳のチェックを行っ

た。 

 

②2024 年調査の実施 

①の対象者である 2023 年に調査を実施したコ

ホート[十代児童への全国コホート（約 2000人）

に 2024 年秋調査を実施した。郵送による質問

票調査で、やせの尺度(SATAQ-4R)を実施した。 

 

（倫理面への配慮） 

成育での倫理承認済み 

 

Ｃ．研究結果 

① 2023 年調査の分析 

EFA および CFA では、女児は 5 因子 23 項目構

造、男児は 7 因子 23 項目構造が支持された。

信頼性分析では、女子および男子の下位尺度に

ついて十分な内的一貫性が示された（クロンバ

ックのα＝女子 0.49-0.96、男子 0.76-0.95）。

外的妥当性は、SATAQ-4R 下位尺度と外部尺度

との有意な相関によって示された。 

 

②2024 年調査の実施 

昨年度に引き続き、本年度も、親子に対する

ボディイメージや体格に関する調査を実施し

た。2606 名に配布し、 親 1551 人から体格に

関する情報、こども 1500 人からボディイメー

ジに関する回答を得られた。 

 

Ｄ．考察 

男性の EFAは、元の尺度と一致する 7因子構

造を示したが、女性参加者の EFA では、元の研

究で女子大生に観察された 7 因子構造ではな

く、5 因子構造が示された。この理由として、

発達や文化的影響を反映している可能性が示

唆された。2023 年に得られた情報に 2024 年度

調査データを組み合わせることで、やせ予防に

つながるリスク因子の同定が可能となる。 

 

Ｅ．結論 

SATAQ-4R の下位尺度と外部尺度との間に有

意な相関があることを証明した。今後は、縦断

調査データを分析し、女性のやせのリスク要因

を同定していく予定である。 
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